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交通事故の対策は発生した地点に対して対策を施すだけではなく,交通事故を未然に防ぐために,運転者

に対する安全教育や運転支援も行わなければならない.また,近年,わが国では高齢者の人口増加とともに,高
齢者の免許保有者数,事故割合も増加しており,高齢ドライバーへの安全教育や運転支援の必要性が高まっ

ている.そのためには,高齢ドライバーの運転特性を把握することが重要である. 
本研究では,交通事故原因のさらに前段階の事象である危険運転に着目し,ドライブレコーダの映像デー

タおよび車両挙動データを用いて,危険運転がどのような状況下で起きているかを整理する.さらに,高齢者

と非高齢者の結果を比較することによって,高齢者の危険運転が発生につながる運転特性とその要因を明

らかにする. 
 

     Key Words:Elderly driver,Driving recorder,Driving characteristics,Dangerous driving, 
Driving evaluation 

 
 
1. はじめに 
 
(1) 研究の背景 
 わが国の 65 歳以上の高齢者(以下「高齢者」と称す)

の人口の割合は 2020 年 10 月現在,総人口の 28.8％を占

めており,2035年には 38.4％になると予測されている 1).

さらに,高齢者の免許保有者数,事故割合も増加している.

高齢者が運転者の交通事故割合は年々増加してお

り,2020年は全体の 23.7％2)となっている. 
 高齢運転者の事故防止のために,道路交通法の改正や

認知機能検査の推進,高齢者の移動手段の確保,運転免許

証の自主返納の促進,安全運転支援車などの先進技術の

普及促進,逆走対策の実証実験など様々な取り組みや議

論が行われている. 

また,近年,ドライブレコーダーや ETC2.0 等のプロー

ブデータの取得が容易になったことによって,交通事故

の対策は発生した地点に対して対策を施すだけではなく,

事故に至ってはない危険な運転行動(以下「危険運転」

と称す)も分析して事故対策につなげることが可能とな

った.交通事故を未然に防ぐために,交通事故が発生した

場所及びしやすい場所に対して対策を行うだけでなく,

個人の運転特性や身体,認知などの能力や機能について

の理解することで,運転者に対する安全教育や運転支援

に活用していくことも重要である. 

 

(2) 研究目的 
 本研究では,高齢者の危険運転が起こる要因を明らか

にすることを目的とする.車両に設置したドライブレコ

ーダから得られたデータを活用しつつ,運転者の個人属

性などの個人の特性に着目した情報を組み合わせること

によって,高齢運転者を対象に,危険運転がどのような状

況で起きているかを整理し,得られた結果を高齢者が運

転する上での安全教育や運転支援の提案への知見を得る. 
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2.  既存研究の整理と本研究の位置づけ 
 
(1) 既存研究の整理 
 個人の運転特性を捉える手法として,ドライビングシ

ミュレータを用いた仮想空間での観測データを分析する

方法 3),ドライブレコーダや ETC2.0等のプローブデータ,

アイカメラ,直接観察などの実空間での観測データを分

析する方法 4～6) ,アンケートによる事後評価を行う方法
7)などがある.ドライビングシミュレータは様々な環境や

状況を設定できる点が優れており,ドライブレコーダな

どのプローブデータは交通事故の発生件数よりもはるか

に多くのデータを収集できる点,実際の走行環境におい

てのデータである点が優れている. 

 一方,高齢者は年齢を経るごとに一般的に身体機能や

認知機能が低下していくが,向井ら 8)は運転に対する自

己評価は加齢に伴い上昇するのに対し,他者からの評価

は加齢に伴い低下することによるギャップが問題視され

ていると述べられている. 

また,交通事故原因は一般的に道路の状況や気象など

の環境要因,当事者の認知,判断,操作などの人的要因,車

両の状態にかかわる車両要因に大別される 9).よって,事

故の原因を把握し対策するためにはこれらをすべて考慮

することが理想的である. 

稲垣ら 4) はドライブレコーダから得られた高齢者の

日常生活における運転行動のデータとハザード知覚,危

険運転に対する自己評価,脳の柔軟性などの認知や心理

的側面を関連づけて分析を行った. 

 

(2) 本研究の位置づけ 
以上のように,運転特性に関する研究はいくつか存在

する.これらら研究の主な課題はデータのサンプル数が

少ないこと,危険運転の挙動の種類が限定的であること,

危険運転行動時の心理状態を行っていないこと,実際の

走行環境のより詳細な分析が行えていないこと等が挙げ

られる. 

そこで本研究の意義としては,運転特性への影響要因

としてこれまで独立に扱われることが多かった環境要因

と人的要因を,相互に関連付けて分析することである.環

境要因としてドライブレコーダから得られるデータを,

人的要因として運転者の個人属性などの個人の特性を用

い,それらを関連づけることや今後の社会でより存在感

が増していく高齢者に着目して運転特性を捉えていくこ

とができる. 

 

3. 研究手法 

 

  本研究の集計・分析にあたっては,株式会社リサーチ

アンドソリューションから提供されたドライブレコーダ

のデータを使用する.これらのデータを基に高齢者及び

非高齢者の危険運転の要因分析を試みる.ドライブレコ

ーダでの所得データを表-1に示す. 
また,本研究では,ドライブレコーダから取得したデー

タから 8つの危険運転(事象急加速,急減速,急ハンドル,

車間距離不足,脇見,一時不停止,速度超過,急後退 )の種

類と閾値を表-2のように定義した. 

 
表-1 ドライブレコーダでの取得データ  

映像データ
車両前方及び車内、危険運転発生時
のみ（前後10秒）

GNSSデータ 時刻、緯度、経度、速度、加速度
加速度 時刻、3方向の加速度
回転 時刻、3方向の角速度  

 

 
図-1 ドライブレコーダによる記録映像例 

 
表-2 危険運転の種類と閾値 

危険運転 閾値

急加速 一定G以上の加速度が発生した場合
急減速 一定G以上の加速度が発生した場合
急ハンドル 一定G以上の加速度が発生した場合

車間距離不足
前方車両・二輪車との車間時間が一定秒以内の
状態が一定秒以上継続した場合

脇見 走行中に下向きの脇見を連続一定秒以上した場合

一時不停止 一時停止線付近で完全停止しなかった場合

速度超過 制限速度を一定速度以上超過した場合

急後退
停止から後退開始までの静止時間が一定秒数以
内である場合  
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(1) 使用データの概要 

 本研究での使用データの概要を表-3 にまとめる.デー

タの取得期間は 2021年 3月から 5月のデータを用い,調

査対象者としては株式会社リサーチアンドソリューショ

ンと契約しているドライバーを対象としている.これに

より,従来のプローブデータでは困難であった一つ一つ

の運転データと個人属性などの個人情報データとの紐づ

けが容易になっている.データの取得は車両を運転して

いる全区間において行った. 
 

表-3 使用データの概要 
データ取得期間 2021年3月～2021年5月

調査対象者
 (株)リサーチアンドソリューションと契約
しているドライバー

データ取得対象 運転中の全区間  
 
(2) 研究の手順 

 本研究では, 図-2 のように,ドライブレコーダデータを

基に,危険運転の発生状況等の基礎的なデータ集計・整

理を行ったのち,それらから個人の危険運転ごとの走行

距離別発生頻度や運転回数当たりの危険運転発生頻度な

どを分析する. また,並行して, 性別や年齢などの個人属性

に加えて運転者を対象に運転に取り組む姿勢や運転負担

に関するアンケートを行うことにより個人の運転特性を

分析する,それらを組み合わせて,高齢者と非高齢者を比

較することにより高齢者の危険運転の要因が明らかにな

ると考える.そこでの知見を活かし,最終的には高齢者が

運転する上での安全教育や運転支援についての提言を行

う. 
 

 
図-2 研究の手順 

 
(3) データの集計 
 個別の運転データを集計したデータの概要を表-4にま

とめた.総走行データ数は約 45万件で,総走行時間は約 11
万時間のデータとなっている.また,そのうち危険運転は

約 1 万件発生していた.種類別の危険運転の危険運転の

発生回数は表-5 のようになっており,一時不停止,速度超

過,急減速の危険運転挙動がそれぞれ,31.8%,27.0%,24.8%と

全体のうちのかなりの割合を占めている.また,急加速,急
ハンドルについては発生回数が少なく,十分なサンプル

数とは言えない. 
 

表-4 集計データの概要 

総走行データ数　 451,217件
総走行時間　 111,137時間57分21秒  

 
表-5 危険運転事象の発生回数 

危険運転事象項目 発生割合（％）
急加速 0.2
急減速 24.8
急ハンドル 0.1
車間距離 1.7
脇見 11.3
一時不停止 31.8
速度超過 27.0
急後退 3.1  

 
4. おわりに 

  
現在,3 章(2）で示したプロセスによって,データの集

計を行いつつ,アンケートの設計を行っている.今後は,運
転者へのアンケートを行った結果の個人特性とドライブ

レコーダから得られた運転特性を年代別に比較すること

により,どのような運転特性を持った人がどのような危

険運転を起こしやすいかを明らかにする予定である.そ
れらで得た知見から,高齢者の個人の特性や特徴に合わ

せた安全教育や運転支援を行うことができる一助となる

ような提言を行う予定である. 
 
謝辞：本研究で使用したデータは株式会社リサーチア

ンドソリューションより提供していただいた.ここに記
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